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高 電 圧 遮 断 器 の 諸 問 題
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Some Problems of the HighVoltage Breakers

By MasatoshiKuwayama

Kokubu Branch Works of HitachiWorks,Hitachi,Ltd.

Abstract

A growingimportance has been attached to theinterrupting capacity of the

breaker for the charging current of transmissionline,aS Wellas to theshortcircuit

interrupting ability.Abnormalvoltage due to arc restriking on the breaking point

has beenlargely responsible for the di氏cultyindeterminingtheinsulationlevelfor

the super-high voltage transmissionlines.

At the Shin-Aimoto Substation,KansaiPowerCo.,SerVlngOnthe Shin Hokuriku

main transmissionline,by which the super-highvoltagetransmissionhasbeenprac-

tised for the丘rst timeinJapan,a Charging current test was carried outinlast

January using Hitachi's Contrarc Circuit Breaker.By the adoption of auxiliary

Piston of pneumatic･Oilpressure system,reStriking was completely preventedin the

test.But this fact does not necessarily mean the disuse of self-arC-SuppreSSion

SyStem.Furthemore,a reCentimprovementinthetripplng meChanism ofthe3-CyCle

high speed breaker has made the adjustment a step easier.

Followlng the discussion on the above,thewriter alsodiscloseshisoplnionabout

highvoltage circuit breakerin relation to the adoption of higher voltage for the

transmission and the problem of direct earthing at neutralpointofthetransmission

SyStem.

庄間 は最近の発電々力の増加と共に浮び上り,論議の

〔Ⅰ〕緒

断器の送電線充電々流の 断性能は最近短絡 断の

性蘭とならんで,重視されるようになった｡超高圧送電

線の設計にあたってほ,充電々流の再点弧による異常電

圧が絶縁レベル決定の上に大きな要素になっている｡我

国始めての超高圧275kVの関西電力新北陸幹線新愛東

変電所では,29年1月に制弧 断器による充電々流試験

がおこなわれた｡本試験において空気圧油ピストンの探

脚こよって,無再点弧で異常電圧皆無の成績が得られた｡

短絡電流に対してほ自力消弧であることには変りなく,

また 断器頭部へ空気を導入するについて,湿気の閲歴

などに細心の注意が払われている｡3サイクル 断器は

中心になりつゝあるが,それに対する高電圧 断器の考

え方,その他についての若干の考案を次に述べる｡

〔ⅠⅠ〕超高圧送電線における

充電々流速断試験

直接々地系統においてほ非接地系に比べて,1線接地

による健全線電圧の跳上りが約40%少く,また共振現

象に基く異常電圧の恐れもないので,絶縁強度の基準を

引下げた経済的な建設が行われる｡第l表(次頁参照)ほ

日本の実施または計画中のもの,およぴアメリカの基本

値であって,いずれも非接地の約鮒%程度となってい

る｡そのため送電線の異常電圧としては,雷のサージに

超高圧以外にも採用される傾向であるが,その引外機構

に対してもその後改良が行われた｡系統の直接々地と昇
*
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ついで 断器の開閉に伴うスイッチサトジが重要視され

ている｡機器の商用 司波絶縁耐力は非接地系では常親対

地電圧の約4倍の試験電圧になっているので,3倍くら
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いまでのスイッチサ←ジは差支えないと考えられるが,

直接々地釆でほそれより低くする必要がある｡スエ←デ

ンの380kV送電線でほ2.5倍以下と指定されており,

アメリカでほ2倍以下を提唱した例がある｡超高圧送電

線では単位長あたりに流れる充電々流が大きく,したが

第1図 試験作業中の287.5kV制孤

Fig.1.287.5kV Contrarc Circuit Breaker

under Test

第 2 表

Table2.

頚部ケ【ス

中間粗相ノ~~【~~~【

空気溜

llL

l
l

〔■トミ

帖1

州
l

臓
川

l

L

僧

折一郭

僅作石胃管

rr喜日

増作芸

第2図

空気圧渦ピストン付の制孤遮断器

Fig.2.

特 集 号 別冊第 7 号

って再点弧によって生ずる振動電流も激しい理で,それ

からくる二次的影響も低電圧の場合より大きいと考えら

れる｡充電々流遮断に対してほ再点弧1回以下の仕様が

一般化した感があるが,これがあらゆる電圧の送電線に

対して妥当であるか否かには疑問がある｡抑制効果のな

第1表 高 圧送電線の衝撃絶縁基準借

(日本の突旋例およびアメリカの標準借)

Tablel.Standard Surge Voltage Levelfor

Hjgh Voltage Transmission Lines,

Japan(above)and U.S.A.(below)

所 在
定格電圧 基準衝撃値(kV)

(kV)!非接地㊤!直接々地⑳

287.5kV制孤遮断器充電々 流試験結果

Testing Results of Charging Current Switching

of287.5kV Contrarc Circuit Breakers

Scheme of the Contrarc Circuit
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圧 遮 断 器

い理想回路では1回の再点弧で最高3倍の異常電圧とな

りうるが,実際には送電線,変圧器などの振動特性や

断器のア←ク抵抗などによって2倍程度以下に抑えられ

る｡再点弧異常電圧についてほ比較的低電圧の線路でほ

問題が少く,超高圧となるにしたがって蚕要祝される｡

第2表は関西電力新夏木変電所の287.5kV制弧

群による充電々

断

である｡木器にほあらかじ

め充電々流対策として,小電流

縮空気を使用し,

は両側の

断用圧油ピストンに圧

断速度も幾分増加した｡同表1～35

電圧分担を均等にするため1.2MJ2の

並列抵抗を使用,41～55は抵抗を除いたものである｡試

験電圧ほ現在の運転電圧である250kV と,さらに275

kVの変圧器タップで行われたが,充電々流の自己励磁

による多少の上昇があった｡結果は0 断およびCO

断を通じて再点弧は0で,異常電圧は全くなかった｡た

ゞ25A(新夏木,成出中間の開発までの間)の開閉にお

いては第5高調波によってはなはだしく電流波形が歪

み,異形の消弧を行ったゝめ,再発弧が1回あった｡た

だしこれは特殊な場合であって,平常は全くこのような

小電流を切ることはない｡水試験によって並列抵抗がな

くても超高圧の充電々流

た｡

断箸別こおいてほ短

断に差支えないことが示され

断時の制弧重圧力は圧池宗

気圧の数倍となるので,二次アークに対する消弧油流は

全く一次アークの発生圧力によって起され,自力消弧と

なるもので,空気圧力は小電流 断の補助として用いら

れていることにほ変りがない｡短絡 断時の圧油ビスト

ンへの逆流ほ逆止弁によって抑えられる｡木方式では万

一圧油用気圧が低下しても,敵陣 断には何等差支えな

いことが純他力式と異る特長である｡気圧のない状態で

送電線を開放する際には若干再点弧するが,消弧力が弱

いために,危険な異常電圧を誘発する可能性はほとんど

ないと考えられる｡

第3表は空気圧油ピストン付の

について,工場実験室で行った短

287.5kV制 断器

断試験の結果であ

る｡1/2極分サニ対して試験電圧130kVは両 断部の電

源側にかゝる電圧分布を75% とすれば,300kV の線

間電圧に相当している｡アーク時間は 断速度の向上の

結果幾分短縮して,全部1へノ以内となり,平均0.87′､

となっている｡さらにピストン気圧がない場合にもほと

んどアーク時間の延長を見ないことは,試験電流値がす

でに十分自力消弧の範囲にあることを京している｡開極

時間は1.8〔しで,全 断時間は2.8へ.となっている｡

圧油ピストン用空気の供給は遮断部の傍らに立てた細

い碍管によって,頭 から行われる(第2図)｡碍管内壁

の湿潤による漏洩電流を防ぐため,圧縮塞気源としては

諸 問 題

第 3 表 空気圧滴ピストン付制狐室による遮断試

験結果(287.5kV制弧遮断界1/2極分)

Table3.Rupturing Test Results of Contrac

Chamber with Supplementary

Pneumatic OilPiston

0.89

0.82

0.77

0.84

0.82

0.93

0.96

0.85

0.91

ピストン気圧

7kg/cm~2

送 気 せ ず

第3因

Fig.3.

圧縮気圧と絶対湿度との関係(大気圧換算)

Abso]ute Humidity Curve of Com-

pressed Air

25kg/cm~2の高圧々縮機を設備し,高圧で冷却した窒

気を威圧して,大幅に湿度を低下した茎気を使用するこ

とになっている｡第3図は断熱的に圧縮した基気中に含

まれる飽和蒸気量を大気圧に換算した値の曲線である｡

これによれば圧縮Lたばかりの熱い基気をそのまゝ減圧

した場合でも,20kg/cm-2から7kg/cm-2 に下げた

ときにほ約40%の乾燥室気がえられることを示してい

る｡高圧室気を室温まで冷してから減圧すれほ35%の

塞気がえられるわけである｡高圧墨気は圧縮機から一旦

大きな峯気槽に入って後,減圧側に導かれるので,その際

冷却と余分な水分および魔境の沈着が行われる｡なお送

気用碍管の内面には万一多湿の茎気が入ってくることが

あっても,水分による 電性皮膜が形成されぬよう,

素樹脂処理が施される｡珪素樹脂処理後の碍管内面の漏

洩電流値ほ軸方向に200kV/mの電位傾度に対して,

100%湿度の場合でも内部乾燥状態の場合とはとんど
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気
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(a)減圧乾燥空気使用 (b)非減圧空気使用

第4図 送 気 樟 管 通 気 ‥ ご､: ∴

Fig.4.Testing Scheme of the Pressure Air

Transmitting Porce】ain Tubes

第 4 表 送 気 碍 管 鹸 結 果

Table4.Test Results of Air Feeding

Insulators

経過時間l50へノ閃碕電圧(kV)l漏洩電流(〃A) 絶扇豪抵抗(MJ才)

(詳)1.碍管内面(ま30%塩水吹付乾燥,徴御な結晶附著したものを

使用｡

2.減圧は25-}7kg/cm~2,減圧せぬものは 7lくg/cm~2 に

圧縮したものをそのまゝ使用｡

3.電気的試験は中間の辞管1本に対して行う｡漏洩試験は150

kV加圧｡

別冊第 7 号

りがなかった｡第4図は通気試験装置の略図で第4表は

碍管内面に30%塩7kを吹付け,一旦乾燥したものを組

込んで通気比較試験した結果である｡これによると始め

の十数時間ほいずれも異常ないが70時間目に至って,

減圧しない100%湿度の茎気を通じている側は,2/3の

電圧で内部閃絡を起し,漏洩電流も急激に増えている｡

以上の方法によって充電々流性能の向上を要するのほ

発変電所の線路側に入る 断器についてのみである｡

変圧器側に使用される超高圧の制 断器ほ現地試験

の結果によっても,従来のまゝで,変圧励磁電動を全く

異常なく切っているので,峯気圧油ピストンを採用する

必要ほない｡

〔ⅠⅠⅠ〕高速度速断の問題

直接々地の超高圧送電線においては,誘導障害の関係

から接地故障時問を0.1s以下に抑えるため,3へノ

器が使用されているが,154kV系統においても,短絡

時の安定度を維持するため3′､

ようになった｡高速度 断器は

断の採用が考えられる

断速度の増加,小電流

速断用の補助装置の追加などによって,旧型 断器より

著しく操作力が大きくなっている｡遮断器の投入時に蓄

積されたこの操作力を急速に釈放して,高速度 断を行

うには,さらに別に大きな機械的勢力を必要とするわけ

であるが,引外電流の増大に対してほ,高

通電容

度リレ←の

および操作ケ←ブルなどからくる制限があるの

で,電流を可及的に低く抑えるため,能率的な高速度引

外機構が開発されてきた｡制弥遮断署の引外電流は各操

作器毎に8A以下に制限して,高速度リレ←から直接操

作できるようにしている｡

3〔し制弧遮断器の引外機構はロ→-ラーの特殊な組合せ

からなるもので,操作力を景小の段数で落して,引掛け

ておき,各段間の起動に要する死時間を極力械じた機構

を採用している｡ 断許の主接触のチューリップのワイ

プは35～40mm与えてあり,どのような条件下でも確

実な接触を行うようになっているが,その解離に要する

時間を含んでも,この機構によって開極時間の延長が防

止されている｡本機構ほ最近その高速度性を担うこと

なく次のように改良され,その調節の自由度を増加した｡

第5図はその概略図である｡被引外操作力Fはレバ←を

介してロ㌧-ラ←㊤にかゝり,lゴーラーシャフト④によつ

て受止められている｡ロ←ラー㊥,③問には僅かの偏寄

角度による分力が矢印の方向に回転力を与えているが,

それはアマチュアフック④を介して,アマチュア(訓こよ

って引止められている｡今回の改良主要点ほアマチュア

フック④を延長して,ローラー(9を支えるように支持し

たことであって,引外分力の大きさほアマチュアフヘク

′



高 電 圧 断 器 の 諸 問 題

第5図

Fig.5.

3へ.遮断 用 高 速度 引 外様僻

High Speed Tripplng Mechanism for

3へ.Circuit Breakers

の角度の調整によって自由に変えられ,またアマチュア

フックが動作しなければ,ローラーほ絶対に動作を起す

ことはないようになっている｡

高速度 断器の寿命に対してほ運動部分の磨耗防止

と,特に動作の始めと終りのショックの吸収方法いかん

が重点である｡制弧 断器の各要素の強度に対しては十

分な安全率を与えてあることは勿論であって,高 動作

の枢要なところにほボ←ルベアリングを佐用し,長期間

の使用によつで性能に変化のないようにしている｡高

停止に伴う機械的ショックほ要所々々に配置された十方､

な容量の油制動壷に吸収させているが,工場組立の際に

斐曲線を採返し測定して,可動コンタクトが高速度状

態から停止へ円滑に移行するように入念な調整が行われ

る｡

最近の 断器の操作気圧は漸次高くなる傾向がある｡

では空 断器のように気圧が直接 断容量

と関係していない故,可能の限り低く抑えて,客気系の

取扱が安全で便利のようにしている｡普通型の標準の操

作気圧は 4.5kg/cm~2,高速度型は7kg/Cm~2 となつ

ているので,墨気相にも特別容器の注意を必要とせず,

断路器の操作にもそのまゝ共通に使用される｡

〔ⅠⅤ〕高電圧遮断器の適用

(1)直接々地による昇圧と遮断器

近時送電容量増加の目的で,中性点を直接々地して送

電々圧を格上げする案が処々で検討されている｡送電線

の絶縁レベルを在来のまゝとした昇圧可能の限度は,一

線地絡時の健全線の電圧の跳上りを基準に取れば,直接

々地系のそれが1.3倍以下とされているので,1.73/1･3

すなわち大約1.3倍である｡ 器についていえば,

154kV用の許容端子電圧ほ196kVであって,これを

そのまゝ直接々地の195kVに使用すれば,健全線の跳

上りと発電機電圧の昇謄を見込んでも,許容範囲に止め

られる｡

第 5 表 非接地*ぉよび直接接地系における遮断

電圧(第6図参照)

Table5.Breaking Voltagein Non-earthing

Or Direct Earthing System

(詳)冥非接地=‥有効接地でないものを含めて考える｡

~｢E,E/…･それぞれの系統の対地相電圧｡

非 緩 t巳

/dJ

(d)

(J)

J
｣ ＼

虐 ほ 々 柏

斗

第6図 種 々 の 故 障 状 態 図

Fig.6.DiagramofVariousSystemCasualities



断器の場合は対地絶縁のほかに同相端子間の絶縁

と,開閉能力の問題があるので簡単でほない｡三相

器の定格

られ,

断

断電圧は我国では1.5E(E=相電圧)と定め

断容量, 断時間等決定の基準となっているが,

使用中に遭遇する回復電圧は同一の回路でも種々のもの

が考えられる｡これを非接地と直接々地について比較す

ると第5表(前頁参照)のようになる｡(a)の三相接地

では直接々地の場合には,先に切れる相には残る相の地

終電流による電圧降下分が最大限に加わるものとして,

1･3E の回復電圧を見込めは,非接地に較べて1割強楽

になるだけである｡(b)の条件では両方の系統に対して

同→の回復電圧となるが,このような故障は航容機やそ

の他の異物による原因Lか考えられず,はなほだ稀であ

る｡しかし全くないとほいい切れない｡(C),(d)の条件

は直接々地の方に有利であるが,さらに(c)ほ直接々地

系統ではきわめて発生し難いと考えられる｡(d)に対し

ては一般の

以上の故障

断器の定格としては保証されていない｡

断のほかに 断器ほ線路の充電々流を安

全に開閉する必要がある｡直接々地によって,線路の開

閉性能にプラスされることは少いので,再点弧による異

常電圧を防止するためには,昇圧ガだけ遮断部の性能を
向上させる必要がある｡さらに 断器の両側が異系統状

態になったときの端子間にかゝる電圧はあきらかに昇圧

後が高い｡結論として,直接々地による昇圧に対しては

断器の対地絶縁は線路に対する考え方と同様でよい

が, 断部に関してほ余裕ある場合i･ま別として,一般に

は電圧相当の改造強化を要するが,同時に3′､程度の高

速度

既設の

▼(2)

断の要求も附随して来るので,実際問題としては

断器ほ全く新しいものと取替えることになる｡

過電圧遮断

過電圧 断の問題も最近取上げられている｡ 断器を

挟む異相地絡の場合には,非接地系(有効接地でないも

のを包含する)では柏電圧のノす倍すなわち定

断器でほ

このような線路事故に失敗した二,三の例があるが,最

近の消弧室付の 断器ではこの程度の

ことはない｡第`表は69kV制弧

した場合の性能である｡定

断で事故となる

断器で過電圧 断

断電圧の1.7倍の100kV

においてはアーク時間は幾分延びているが,異常なく切

れている｡旧型の消弧装置もなく,また 断試験によつ

てたLかめられていない遮断器では,異相地絡のみなら

ず,定番 断電圧に対しても十分な容量があるか否か,

疑問のものもあるので,そのような 断器は必要に応じ

て漸次取替またほ改造すべきものと思う｡

完全脱調状態にある二系統問を一つの 断器で切ると

きは第5衷(d)によって最大は定格遮断電圧の2倍とな

第 6表 69kV制弧遮断器過電圧試験結果

Table6･ResultsofOvervoltageTestof69kV

Contrarc Circuit Breaker

り,そのまゝでは→般の遮断器にほはなほだ困難な条件

である｡しかし実際の場合には両系統は長い送電線を通

じて連絡されているので,再起電圧の点でかなり緩和さ

れる｡さらに完全脱調に到るまでには,両系統の容量が

大きい程,長い時間がかゝるので,各発電機の内部電圧

はその擾乱のために低下すると考えられるので, 断器

としてほかならずしもほなほだ苛酷とほならない｡この

間題についてほさらに広く条件を求めて検討すべきであ

るか,概観的にはこの場合の再起電圧その他の苛酷度が

発電機附近で短絡した場合の2/3程度になるとして,

断実験室でほ相電圧の2倍に耐えれば,実用上差支えな

いと考えられる｡

分･離する際には,

って急

ただL 発的な接地短絡によって系統

完全な脱調状態となる前にリレーによ

断すべきである｡

287.5kV制

に配置された

係で,

断器の

断器では,

断電圧ほ両方に均

ご とく, 断部が両側に対称的

頭部金具の対地静電容量の関

に分担されず,8:2 または

7:3のように→方に多くかゝるので, 断点として

は幾分余裕のあるものを使周している｡これによって脱

調状態の両系統を切離す際にほ,電圧の負担ほ両方に電

源があることによって均衡が取れ,かえって能率のよい

断が行われる｡

〔Ⅴ〕繚

以上により,送電線の充電々流 断の間置は超高圧に

なる程,再点弧による異常電圧が影響する処が大きいの

で,高電圧遮断器としては 断容量, 断時間と並んで

重要な要素となっている｡我国始めての超高圧送電線で

ある関西電力新北陸幹線の新夏木変電所における 287.5

kV制弧遮断器の充電々流試験では基気圧油ピストンの

採用によって無再点弧の成

断器豆粕

いる｡短

が得られた｡しかして基気

に導入するためには入念な注意が払われて

断に対しても上記の改造に附随して,

時間の若干の短縮が行われたが,自力消弧が根幹になつ

ていることにほ変りがなく,定

いてすでに完全な自力による高

断電流の15%にお

断が行われてい

断部についての



圧

研究の他に,引外機構についての研究改良も行われた｡

最近においては直接々地による送電線の格上げによつ

て送電容量の増加が処々で計画されるようになったが,

断器の場合はそのまゝの形で格上げは困難である｡早

期の系統分離や 断器を挟む異相地絡 断については制

問 題

な常異土器断 く使用することができる｡

終りに新北幹の充電々流試験に際してほ,関西電力の

当事者の方々に種々御援助,御骨折頂いたことに対して

厚く感謝の意を表する次第である｡

日 立 断 路 器 に つ い て

tIitachiDisconnecting Switcll

NⅡL塾断路器

日立製作所日立工場において製作されているNHL型

ほ屋外用7k平二重切断路器である｡従来の面接触型では

操作が非常に重くなり難渋している場合が多い｡NHL

塾では,我国で最初にプレ←ドを投入後捻回圧接を行う

方式を採用したので操作は軽快であり,以来十数年にわ

たり定評ある実績を示している｡最近の高電圧断路器ほ

いずれもこの強制接触方式に移行する傾向である｡しか

しこの方式の特長を活用する
｣｣A日はに

に耐える回転機構が不可欠である｡従

的で,長期の使用

考えられたカム

機構またはノッチを外す機構では,操作力のf が直接

でなく,年月の経過とともにほなはだ重くなり,あるい

は動作の途中が不安定となって操作できなくなるなどの

欠陥があった｡

NHL塑では,一連のレバ←,リンクにより直接的に

力を伝え,少しも無理のない安定した機構となっている

ため,その動作ほ確実であって,そのほか各部について

もその優秀なことほ実績により証明されている｡

第1表は日立製作所における終戦後より29年3月まで

のNHL型断路器の受注,納入の統 である｡

定格電圧でほ新北陸螢線の超高圧287.5kVのものを

成軋 枚方両発電所に合計33台納入した｡一方定格電

流では発変電所容量の増大とともに2,000および3,000

Aまで 作した｡これら高電圧あるいは大電流のものは

NHL型のごとくブレードを回転させて接触を行う方式

によって初めて製作可能となったのである｡

第2図はNHL塑の操作説明図であって,投入の場合

には,ブレードが回転碍子によって回転され固定接触部

に入るとブレード先端にあるノックピンがスーツパ←に

当ってレバーとリンクよりなる死点を崩すので,プレ【

ドほ水平位置から垂直位置に回転して,回転碍子からの

回転力は悉くブレ←ド自転力に変換して強力な締付接触

第1図 NHL型287.5kV800A圧縮空気操作式

断路器(枚方変電所設置)

Fig.1.Type NHL287.5kV800A Pneumatic

Disconnecting Switch(Installed at

Hirakata Substation)

第1表 終戦後より29年3月まで,NHL型

断路器の受注統計

Tablel.Orders for Type NHL D.S.

Duringfrom1945toMarch1954

115kV

61

69-80.5

kV

796

23-34.5

kV

190

が行われる｡開路の場合にほ,この逆に回転碍子からの

レバーによってリンクは引出され,これにつれてブレー

ドは垂直位置から水平位置に回転して締付接触を解き死

点を形成した状態で固定接触部外に引出される｡冬期接

触部氷結などの問題に対しても前述のごとき構造である

ため,氷を粉砕して投入,開路することも容易となり,

これは種々の工場試験あるいは昭和28年冬期間に東京

電力白根発電所で行われた耐氷雪試験にも立証されてい

る｡
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第2図 NHL 型断路器締付操作説明図

Fig.2.Illustration of ContactTightening

Process of Type NHL Disconnect･

ing Switch

断路器ほ従来高圧回路用でも手動操作式のものが多か

ったが,最近では運転上の便利さから主回路用のものは

ほとんど大部分圧縮空気操作式が採用されている｡前記

受注合計1,508台中417台ほ圧縮空気 作式のものであ

る｡また電動操作式もときとして採用されるようになつ

た｡

NGL聖断路器

NGL塾ほNHL型と同様にプレ←ドを回転させて

付接触を行う屋外用竪切型断路器である｡.ブレードは垂

直面内を運動するので,閉路,閉路いずれの場合でも相

聞に対する絶縁距離は変らず,したがって7k平切塾に比

較して相間寸法を短縮しうる利点がある｡閉路における

ブレードの投入および捻回,逆に開路忙おけるプレ←ド

の捻回および引起しほ一つのレバーの回転によって連続

してスムースに行われる｡プレ←ドは固定接触部に入つ

て回転して締付接触を行い,またプレ←ド自重とバラン

スする引起し用バネがあるので操作は軽快である｡投入

完了するとレバーは所定の位置に到って死点を形成し,

ブレードをロックするので,プレ←ドは電磁力または外

力によって接触部からとび出すことほ絶対にない｡回転

第3図

Fig.3.

NGL型69kV2.000A断路器

Type NGL 69kV 2,000A Dis･

COnneCting Switch

碍子は外側で,これを支えるベアリングほNIiL型と同

様給油を要さないピボッ一式となっている｡また操作架

からの力を伝える操作梓のヒンジ金具などほ衝撃に耐え

うるよう NHL塑と同様にマレアブル(日立製作所深川

工場製)を使用している｡必要に応じて垂直壁取付も行

うことができ,適用範囲はきわめて広く,すでに数百台

のものが納入されている｡

定格電圧において161kV級は我国でほ一般に水平切

型を使用するのが大部分であるので,一応69-80･5kV

級までを標準としている｡定格電流では,発変電所容量

の増大により大電流のもの要求される場合が多くなり,

2,000A-まで製作納入している｡




